
CLIを使用したNCS4000システムのECUから
ECU2へのインサービス移行手順 
内容

概要
前提条件
要件
使用するコンポーネント
背景説明
NCS4Kへの接続を確立し、6.5.26の最小ソフトウェアリリースを確認します
チェック後
アラームの確認
メディアの確認
BITSタイミング再検査

概要

このドキュメントでは、NCS4016システムにインストールされたインサービス外部接続ユニット
(ECU)を正常に交換し、ECU 2に交換するために必要な情報について説明します。この手順では
、ECUを取り外し、取り付ける手順について説明します。

前提条件

要件

次の項目に関する知識があることが推奨されます。

Cisco NCS4000シリーズ用のCLI ®●

NCS4016/NCS4009を含むCisco NCS4000シリーズ●

使用するコンポーネント

このドキュメントの情報は、この手順の開始前に6.5.26以降のソフトウェアを実行している
NCS4016システムに基づいています。

このドキュメントの情報は、特定のラボ環境にあるデバイスに基づいて作成されました。このド
キュメントで使用するすべてのデバイスは、初期（デフォルト）設定の状態から起動しています
。本稼働中のネットワークでは、各コマンドによって起こる可能性がある影響を十分確認してく
ださい。

背景説明

このドキュメントで説明する手順は、トラフィックには影響しません。NCS4000シャーシが



4016または4009シェルフであることを前提としています。本稼働中のネットワークでは、各コマ
ンドによって起こる可能性がある影響を十分確認してください。

NCS4Kへの接続を確立し、6.5.26の最小ソフトウェアリリース
を確認します

開始する前に、NCS 4016へのラップトップ接続を設定し、そのラップトップがハードウェアお
よびソフトウェアの要件を満たしていることを確認してください。

ステップ1:NCS 4016シェルフに接続されたコンピュータから、puttyなどのターミナルエミュレ
ータプログラムを起動し、NCS4016システムにログインします。

ステップ2：コマンドプロンプトでshow versionを実行し、図に示すようにソフトウェアリリース
が6.5.26であることを確認します。

ステップ3：ソフトウェアが6.5.26以降でない場合は、手順を停止し、ソフトウェアを6.5.26にア
ップグレードしてから続行します。

ステップ4：図に示すように、すべてのアラームを確認し、メモします。



ステップ5：ハードドライブの詳細を確認します。

ステップ6：データベースバックアップを作成します。



ステップ7:BITSタイミングを確認します。NCS4KでBITSタイミングが使用されている場合は、
これらのコマンドの出力を記録します。タイミングを使用しない場合は、ステップ8に進みます。
図に示すように、show controller timing controller clockコマンドの出力を記録します。

次の図に示すように、コマンドshow frequency synchronization clock-interfaces briefの出力を記
録します。



ステップ8:ECUの取り外しの準備ECUを安全にサービスから取り外すには、図に示すように、
detachコマンドhw-module provision ecu detach disk rack 0を発行します。

ステップ9:ECUモジュールを物理的に取り外す前に、アラーム「The Detach Operation for disk
started」がシステムでクリアされていることを確認してください。

ステップ10:NCS4KシャーシからECUモジュールを取り外します。

a.ESDリストストラップを装着していることを確認します。

b.NCS4K-ECUモジュールに接続されているすべてのケーブルを取り外します。

c. EMSケーブルを取り外すと、すべてのリモート管理がシェルフにドロップされます。ステップ
11でEMSケーブルを再接続するまで復元されません。コンソールポートを使用してリモートアク
セスを実現できます。



e.ユニットに接続されているすべてのタイミングケーブルを取り外します。

f.ECUユニットのネジを緩めるには、Philipsドライバを使用します。

g.両側のラッチを使用して、NCS4K-ECUユニットを取り外します。

h.元のNCS4K-ECUから2.5インチSATAドライブ(SSD)を両方とも取り外します。ECU内の正確な
位置（左または右）をメモします。

i.NCS4K-ECUから取り外した2.5インチSATAドライブを新しいNCS4K-ECU2モジュールに挿入
します。これらは元のECUと同じ位置に設置されていることを確認します。

ステップ11:ECU2モジュールを取り付け、ケーブルを再接続します。

a.新しいNCS4K-ECU2モジュールと2.5インチSATAドライブを元のECUスロットに取り付けます
。

b.ステップ10で取り外したすべてのケーブルを新しいECU2モジュールに再接続します。

c.ラッチを正しく配置した後に、ネジを締めます。

d.NEへのリモート管理接続が再度使用可能であることを確認します。

e.NEの前面パネルLCDが動作可能であることを確認します。

ステップ12:NCS4Kシャーシで新しいECU2を初期化します。NCS4K-ECU2モジュールが初期化
されるまで2 ～ 3分待ちます。

ステップ13：図に示すように、コマンドプロンプトからattachコマンドを実行します。



ステップ14:ECUがシャーシに正常に取り付けられると、NCS4K-ECUからNCS4K-ECU2への
ECU移行が完了します。

チェック後

アラームの確認

アラームを確認し、シェルフに新しいアラームや予期しないアラームがないことを確認します。

注：ロケーションアラームのDisk spaceアラートは、RP0とRP1の両方でアイドル状態にな
るまでに若干長い時間がかかることがありますが、sh mediaコマンドを使用してディスクが
動作可能であることを確認できます。

メディアの確認

図に示すように、両方のソリッドステートディスクドライブが正しくスロットされ、到達可能で
あることを確認します。



BITSタイミング再検査

BITSタイミングが装備され、セクション1.5が完了した場合は、BITSタイミングをECU2に再接続
した後でコマンドを再度実行し、図に示すように以前の結果と比較します。
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